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長9年に交付されていること、本文中に定六の記名があ

り、交付を受けたマタギを左太六としているなど、一見

して書写しの流布文書であることがわかる。

これらのマタギ伝承文書の成立、流布についてはすで

に千葉徳爾氏は近世初期から中期という見解をだしてい

るが（注3）、幕藩体制の確立による定住支配と、境界、

通行の規制に抵抗する手段として、一所不在の漂泊者的

マタギの生活行動と、山岳、森林地帯の自由狩猟と、加

えて職能集団的徒党性の維持などの特権的伝承を主張し、

これを積極的に証明する必要があった、と考えるならば

充分根拠のあることである。

これは、挫物を追いこんで郡境を越えて三戸城域に入

りこみ、免許巻物を所持していなかったため身の証しを

たてることができず処刑された、悲劇のマタギ定六の

伝説と符合するものであり、これらマタギ連中の正当性

を主張し証明するものとして、鹿角一円の南部支配の確

立した藩政期に、この種定六文書が広く流布したものと

考えられるであろう。

＠湯瀬家文書

湯瀬家は先にも述べたように、マタギ三兄弟が開拓し

たという堀内の旧家で、代々マタギ秘伝害として伝えら

れていたもので、巻物1点と数枚の綴込文書2』点である

が、どのような意味と内容をもって伝承されてきたかに

ついては当主弥五郎氏も全く不明たという。ただ、先祖

代々の秘伝書としてIll正月16日にだけ開帳するというこ

とを厳しく守ってきたということで、かなり破損のみら

れる古色のものであった。

写真資料でみられるように、文字は何か覚字風に記号

化されたもので、絵は日月や人間の顔、烏の頭部、lllv

草木を思わせるようにデフォルメされたもので、記号的

文字と風変りな絵文字を組み合せたもののようである。

初見の私にはこの奇妙な古文書を解く手がかりがなかっ

たので、山岳信仰や狩猟民俗に詳しい二、三の先学諸氏

に資料写真を送って教示をお願いしてみたが、すべて初

見で解読不可能ということであった。

残念ながらここでは充分な考察を加えることはできな

いが、あえて推論をいうならば、山の神信仰にかかわる
、

神事祭文か、狩山でのマタギの呪法にかかわる密教的記

号覚書のいずれかでなかろうか、いずれにしても山岳信

仰にかかわる者の手になる記号文書として中世的におい

のする貴重資料である。

また、千葉徳爾氏の報告にある（注3）隣接の青森県

三戸郡、岩手県九戸郡で発見されたという、四国西山猟

師を開祖とする伝承文書や、西山流の山の神祭文等との

争った日光権現を助けた功によってマタギの名手万三郎

が免許を与えられたとする日光派、高野山で空海上人の

三五の松の仏具発見に助力した3人の狩人のうち一人が

殺生引導の呪法を授かってマタギの祖となったとする高

野派とは、マタギの先祖、免許授与の縁起についてそれ

ぞれに違っている。特にこれまでの秋田県内の流布文書

にはみられない頼朝の富士巻狩参加の縁起であるが、こ

れはすでに千葉徳爾氏などが指摘されているように（注

2）関東や九州の狩文書によくみられる引用である。

第二は、鹿角マタギの祖ともいうべき定六を、俵藤太

の末孫としていること。

第三は、マタギ定六の免許由来を認めるという形で、

慶長9（1604）年に南部信直が交付したとしていること

である。

次に「山立最系」と題するマタギ系図であるが、ここ

で注目したいのは、一つには、藤原鎌足を開祖とする藤

原一門の後胤として万三郎をマタギの祖として位置づけ、

合せて全国狩猟通行護文としていること。

二つには、広く狩文書に共通する富士巻狩の史実をと

って、年号を建久4(1193)年5月とし、高階将監俊行

の署名を用いていることである。

この2枚の柳館家に伝承される定六文書は、一見異質

のもののようにみえるが、マタギ伝承の系譜のうえでは

同一の類型と考えられる。

それは、免許護文にみられる定六を俵藤太の末孫とし

ているが、俵藤太は藤原一門の古代関東の豪族藤原秀郷

の伝説上の別名であることは広く知られている。従って

山立最系の藤原一門の中に記名されていないが、後胤万

三郎と同系ということになるからである。

また、阿仁マタギを中心としてみられる伝承文書のう

ち、日光派の万三郎縁起伝承は、すでに柳田国男や千葉

徳爾氏も指摘するように、俵藤太説話を背景とするもの

であり､合せて文書年号と発行署名者が､建久4年5月高階

将監俊行と符合している点でも、類型としての系譜につ

ながるものであろう。このように考えるならば、東北に

おけるマタギ伝承文書としては日光派に属するもの、ま

たはそこから派生したものと判断されるであろう。

ただ､し、定六文書にみられるようなマタギ伝承や文書

の成立については、充分な裏づけ資料をもっていないの

で、独自の見解を述べることはできないが、これらの文

書が史実としての歴史年号や署名をもっていたとしても

あくまでも伝承上の流布文書で、歴史文書資料とはなり

得ないものである。このことは免許誼文にみられるよう

に慶長4(1599)年に死亡したはずの南部信直により慶
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鹿角マタギの伝承と系譜

と読み違えてマタギ定六とマタギ定六と藤原一門や、富士

巻狩と鹿角マタギの史実を詮索するなどが中心で、マタ

ギの伝承文書を考察するうえでは全く意味のないことで

ある。

山立最系は、阿仁マタギの伝承文書（巻物）にみられ

る表題文字山達と読み替えて、「ヤマダチ」すなわち古

語による山人をマタギの語源とし、山達の権威ある系図

（譜）とでも解釈する方が妥当であると考えられる。

参考までに代々別当家として老犬神社と定六文書を管

理してきた木次谷増美氏の話を中心に、老大神社の縁起

伝承にふれておきたい。

三戸で捕えられ処刑された定六の妻女は所払いとな

り、猟犬シロを連れ南部境を越えて葛原に逃げのびてき

た。幸い葛原には妻女の親族にあたる旧家の菅原仁之蒸

という者がおり、これがかくまって世話をした。後に猟

犬シロを葛原の守護社観音堂に合杷して老犬神社とした

が本尊は観音像で毎年4月17日を観音祭、老犬祭として

続けている。（注6）

シロを老犬神社として把った後は、犬の皮を着た者は

渡し場で差し止め部落にはいれなかった。また犬の皮を

着たり使った者はたとえ下駄のシマ皮であっても、不治

の病人となったなどの伝えがある。老犬神社の御利益と

しては、境内わきの湧水をもらって苗代にかけると赤虫

などの害虫駆除によいとされた。（硫酸銅がふくまれて

いて実際によくきき10年位前まで使っていたという）

安産祈願所として主婦等の信仰も得ていた。などであ

るが、観音信仰を持ち歩いた王女の関与も考えられるで

あろう。（鹿角の説話伝承には観音信仰の背景が色濃く

うかがわれるが、本題とは遠いのでここではふれないこ

ととする）

比較研究が必要であろうと考えられる。

④老犬神社文書と縁起

大館市十二所葛原の老犬神社は、草木のマタギ定六

が三戸城で捕えられた時、主人を救うため忘れた巻物を
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湯瀬家秘伝書の一部（湯瀬弥五郎氏蔵）

5マタギ伝説について

鹿角マタギの伝説には大よそ二つの類型がある。一つ

は、皮投山、堀内にみられる地名、開拓伝説である。

｢毎年､マタギがやってきて鹿などの獲物の皮をはいで投

げ捨てた山というので、皮投山とよばれた」「夫婦のマ

タギが狩猟にやってきたが、皮投山から鹿角盆地をみて、

大きな川の流れの流域こそすばらしいと、夫婦で開拓を

はじめて住みついた」「昔、マタギの三兄弟が黒森山に

狩猟にきたが、大湯川の流域こそ住みよいと、開拓には

げんで堀内の部落をつくった」などである。

これは古代説話にもみられる、高山にのぼって新しい

支配国や居住地を発見したという、国見伝説、開発伝説

の類型にはいるものである。

とりに帰ったという伝説の猟犬シロを把ったという縁起

伝承をもっており、天然記念物に指定された秋田犬の愛

好家の信仰を集めているが、ここの別当家に伝承されて

いるマタギ文書が2点ある。

この文書は写真資料にみられるように、紙質、筆跡は

別であるが、内容においては〃II館家の定六文書と全く同

じである。この文書については千葉徳爾氏などがすでに

調査済みであるが、まさに定六文書が近世の流布文書と

して複数に書き写されていたことを証明するものである。

ほかに伊藤京逸氏による報告があるが（注4）、紙質

形式、筆勢など個別の考察が多く、山立最系を山立家系
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び郷土史家斎藤長八氏、1打教委柳沢鬼衛氏、写真家山田

冊り)氏など多くの話者、資料所蔵者の協力に対し心から

お礼を申しあげる次第である。

もう一つは、定六文書の背景をなしたと思われる、マ

タギ定六の三戸処刑話である。これは事実として|肘え

得る現実性と劇的な構成をもっており「草木の定六屋敷

では処叶II人の名を冠することができなかったので三宝荒

神として秘かに把った」「主人のﾀを救おうとした猟犬

シロと妻女は所払いとなり葛原にのがれて老犬神社に把

られた」などの後日談を派生流ijさせている。

従って前者の開拓伝説は比較的古式の類型に属するこ

とによって、鹿角開発のすすむ中世をその時代背景とす

ることがふさわしいようである。

後者は、構成からもかなり高度な説活手法によって改

作、補強を重ねて流布したと考えられるので、内容の時

代性とも符合して、少くとも近世の中期以降の成立流布

とすることがふさわしいであろう。

注記

注l「浅井小魚郷土資料」斎藤長八氏の教示による。

注2千葉徳醐著「狩猟伝承」法政大学出版局昭1150年

注3同書（西Ill猟師のこと）

注4鈴木満男『マタギの山詞』石田英一郎教授還暦記念

論文集所城角川書店w和39年

注5伊藤京逸著「老犬神社の御宝物を拝観して」自家版

注6菅江真澄は「筆のまにまに」に葛原の老犬大明神の

縁起として『家の主が雪の夜道で失った履物を翌朝

くわえてきたその家の老犬をあやまって打ち殺した

ので、たたりをおそれて神祭りした』と別の話を採

録している。おわりに

以上が凋査で得た資料をもとに縦理した、鹿角マタギ

の伝承の現状と系譜の概括的報告であるが、従来、南部

マタギとして包括されていた鹿角マタギは、その伝承的

系譜からすれば、秋、マタギの主流をなした日光派に属

するか、またはその派生にあると考えられるであろう。

残念ながら、現在すでに多くの伝承や資料が失われて

おり、その戒律的習俗の多くは衰退して消滅に近い状況

にある。幸い鹿角市教委は一部マタギ資料の民俗文化財

指定を実施しているが、更に全資料と合せて伝承習俗の

記録調査をも急ぎ実施されるよう希望したいと思うもの

である。

なお、今度の調査で貴重な古文昔を公開して便宜をい

ただいた、湯瀬弥五郎氏、柳館吉弥氏、木次谷増美氏及
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